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部門賞
パートナーシップ部門

再生プラスチックから制作された教育支援プラモデル
を用いて、幼児と保護者が静岡市の文化に触れ、遊び
ながら環境についても学ぶことができる。

【ターゲット４.７】
すべての学習者が持続可能なライフスタイ
ル等の教育を通して知識とスキルを確実に
習得できる

再生プラスチックの利用を通じ、廃棄物の抑制と「再
利用」の意識づけを普及啓発する取組となっている。

【ターゲット12.５】
廃棄物の発生を再生利用等により大幅に減
らす

地域の企業・団体が連携して生まれた環境教育プラモ
デルに幼少期から触れられることで、環境への配慮や
サステナブルな取組への思考を深め、長期的に人材を
育成する取組としても評価できる。

【ターゲット17.17】
効果的な公的、官民、市民社会のパートナー
シップを奨励・推進する

選考委員からのコメント
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静岡の誇る地域産業であるプラモデルを通じて、モノを廃棄するのではな
く新しい価値を付加して循環させる、これからの創造のあり方を子ども達
に具体的に伝えています。このような取組の積み重ねが再生プラスチック
の本格的な社会実装に繋がることを期待します。

単なるリサイクルではなく、こども園等の多様なプレイヤーも巻き込んだ
取組である点を高く評価しました。今後廃プラスチックをリサイクルして
いくことが求められる中で、地域貢献、保護者への波及も含めた環境教育
効果が認められる点も特徴的です。
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